
製品のサポートに関する専門家の

指導と支援を受けてご使用くださ

い。 

後者が優先されます。 
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データの保護 
デバイスの使用中に、個人データが収集、保存、処理されます。データを保護するため、Hikvision デバイスはプライバシーバ
イデザイン原則に基づいて開発されています。例えば、顔認識機能を備えたデバイスでは、生体認証データは暗号化方式でデ
バイスに保存されます。指紋認証デバイスでは、指紋テンプレートのみ保存され、指紋画像を復元することは不可能です。  
データ管理者として、お客様は、適用されるデータ保護法および規制に従ってデータを収集、保存、処理、転送することをお
勧めします。これには、個人データを保護するためのセキュリティ管理の実施（合理的な管理上および物理的なセキュリティ
管理の実施、セキュリティ管理の有効性に関する定期的なレビューおよび評価の実施など）が含まれますが、これらに限定さ
れません。 

 

 L+ 402  
L+ 272 
L+ 142 

L 
各台座を 
M12×120の拡張ボルト4本で 

レーン状態 レーン状態 レーン状態 
表示板 表示板 表示板 

サブレーン制御盤 

サブレーン制御ボード 

サブレーン赤外線
アダプターボード 

サブ拡張インター
フェースボード 

サブレーン赤外線
アダプターボード 

サブ拡張インター
フェースボード 

メインスイッチ 

手順: 

左または右のペデスタルの取り付け面に中
央の線を引きます。 

他の支柱を取り付けるための平行な線を引
きます。 

最寄りの2つの線間の距離はLです。+ 272 
mm。Lは車線幅を表します。 

設置面にスロットを切り、穴の位置に従っ
て設置穴を掘ります。各支柱にM12×120の拡張 
M12×120の拡張ボルトを各支柱に設置します。 

ケーブルを埋設します。各車線ごとに高圧ケ
ーブル1本と低圧ケーブル1本を埋設します。詳
細については、システム配線図を参照してくだ
さい。 

メインスイッチ 
高電圧 

低電圧 低電圧 

認証表示板 

認証表示基板 認証表示基板 

90  

メインレーン制御ボード 

アクセス制御ボード 

メイン拡張インターフェースボードサ

ブレーン IR アダプタボード 

メインレーン制御 
ボード 

アクセス制御ボード 

メイン拡張インタ
ーフェースボード 
 

サブレーン赤外線
アダプターボード 

レーン状態表示ボ
ード 

レーン状態表示ボ
ード 

レーン状態表示ボ
ード 

NFCボード NFCボード 

60 
 
130 

 単位: mm 

高電圧：AC 電源入力 
低電圧：相互接続ケーブル（通信ケーブルおよび 24 V 電
源ケーブル）およびネットワーク通信ケーブル。 
 
 
付属の相互接続電源ケーブルの長さは 5 m、通信ケーブ
ルの長さは 3 m です。 
 
 

低電圧用配管の内径は30 mm以上を推奨します。 
 
AC 電源コードと低電圧ケーブルの両方を埋設する場合
は、干渉を避けるため、2 本のケーブルは別の導管に入
れてください。 
 
 
接続する周辺機器がさらに必要な場合は、導管の直径
を大きくしてください。 
 
 
外部ケーブル用に別の導管を埋設してください。外部 
AC 電源コードは二重絶縁のものを使用してください。 
 

ネットワークケーブルは CAT5e またはそれ以上の性能の
ネットワークケーブルを使用してください。 

 

手順 

設置工具を準備し、部品を確認し、設置ベースを清掃します。 

2つのサイドパネルを固定している各台座の4本のネジを取り外します。 

サイドパネルを取り外し、ペデスタルの入口と出口のマークに従って、ペデスタルを対応する
位置に配置します。 

各台座を 4 つのナットで固定し、サイドパネルをネジで元の位置に固定します。 

QRコードをスキャンしてユーザーマニュアルを表示

してください。 
 QR コードをスキャンして、ビデオガイドをご覧くだ

さい。 

2225.4 

 

 

201.6 272.2 

130 

201.6 1500 

650 900 

50 

 

 

1396 

設置場所が壁に近い場合は、 
ペデスタルの壁からの距離は20mm以上（顔認識端末を搭

載する場合60mm以上）を確保してください。そうでない

と、機器の損傷やペデスタルの天板が開かなくなる可能性

があります。 
図は参考です。寸法は機種によって異なる場合があります。 

ガラスバリアを清潔で乾燥した状態に保ち、障害物がないようにしてください。これにより、赤外線セ

 
 

 

    
  

メインとサブレーン制

御ボード 

アクセス制御ボード 
(オプション) 

 

電源 
認証表示ボード 

サブ拡張インターフェースボード メインスイッチ 

メインレーン制御ボード 

アクセス制御ボード 
(オプション) 

メイン拡張インタ

ーフェースボード 

電源 メインレーン制御ボード サブレーン制御ボード リセット   
サブレーン制御基板 サブ拡張 

インターフェースボ

 

メインスイッチ 
認証表示ボード 

NFC ボード 

カードリーダーボード 
(オプション) 

QRコードスキャナー 
(オプション) 

NFCボード 

ファ

 

インターフ

ェース（サブレイン

制御ボード用） 

 

 
Wi-Fi インターフェー

ス 

予約済み 

インジケータボード
インターフェース 1 
(認証インジケータボ
ード用) 

タンパー

インターフ

ェース 

 
イーサネット端子 
（メイン拡張インターフ
ェースボード、IR アダプ
タボード、レーンステー
タスインジケータボード
用） 

 

エンコーダインターフェ

ース 

インターフ
ェースボード、IR アダプタ
ボード、レーンステータス
インジケータボード用 

 
 

 
  

インジケータボード
インターフェース1
（認証インジケータ
ボード用 

 

SOCシリアルポート 

 
 

 

インターフ
ェース 

予約済み 

MCUシリアルポート 
スピーカー

 

USB 

 
 

DIPスイッチ 

電源 
モーター用 

アクセス制御 
ボードインターフェ

 
 
 

予約済み 

 

スーパーキャパシタ

  

 

 
 

  

ブレーキインターフ

 

ブレーキインターフ

 

拡張
 

12 VDC 出力 

  
 

予約済み 予約済み 

RS-485 インターフェース 

 

  

予約済み 

24 VDC 入力 

SOCおよびMCUのシリアルポートはデバッグ用であり 
メンテナンス専用です。 

リセットボタンを5秒間押すと、デバイスが3秒間ビープ音

を鳴らし、工場設定への復元を開始します。 

 

RS-485Aはウェブ上のポート5に対応し、デフォルトで入口

のQRコードスキャナー接続用です；RS-485Cはウェブ上の

ポート7に対応し、デフォルトで入口のカードリーダー接

続用です。 
 

 

DIPスイッチは、学習モードの設定と 
キーフォブペアリングに使用されます。詳細については、

ユーザーマニュアルをご参照ください。 

入口       

1000 
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認証表示板 

 

メイン拡張インタ

ーフェースボード 

 

https://www.hikvision.com/)


 
アクティベーション 

 

 

 

 

 

 

 

PC Web 経由での設定 

 
 

モバイルウェブ経由の設定 

 
 

 

クライアントソフトウェアによる設定 

 
 

 

 

 
 

 

 

規制情報 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

OK 

終了 

メインレーン 

コントロールボード  

 

メインレーン 

コントロールボード  

 

サブレーン 

コントロールボード  

 

サブレーン 

コントロールボード  

 

メインレーン制御基板   

 

 

 
メインレーン制御基板   

 
オプションボードが取り付けられて

いない場合、エラーコード「49」が

表示されますが、装置は正常に動作

します。 

ボタンの説明の詳細については、ユ

ーザーマニュアルを参照してくださ

い。 

本機器は、本マニュアルの指示に従って設置してください。けがを防ぐた

め、設置手順に従って床または壁にしっかりと固定する必要があります。 

バッテリーの誤使用や不適切な交換は、爆発の危険を引き起こす可能性

があります。 

 

必ず同一または同等のタイプのバッテリーと交換してください。 

使用済みバッテリーは、バッテリーメーカーの指示に従って廃棄してく

ださい。 

 

このブラケットは、対応機器とのみ併用することを目的としています。

他の機器と併用した場合、不安定となり、けがをする恐れがあります。 

本機器は、対応するブラケットとのみ併用してください。 

他のカート、スタンド、キャリアなどと併用した場合、不安定となり、

けがをする恐れがあります。 

 

4 配線図 5 ボタン 説明 
 

 

追加 

安全に関する注意事項 
 

13.56 M アンテナ 

 
 

予約済み 

 

DIPスイチ 

 

デバッグポート 

 
• 電源からメインレーン制御ボードへの電源ケーブルは接続されています。AC 電源入力を電源に接続するための 14AWG 電源ケーブルをご用意ください。 

• 付属の2本のインターコネクトケーブルは現場で接続する必要があります： 
1. 14 AWG の 24 V 電源ケーブル。ケーブルの長さは 5 m で、出口の右/中央の台座内に配置してください。 
2. CAT5e 通信ケーブル。ケーブルの長さは3mで、右/中央のペデスタルパッケージ内に収納されています。 

• ①と②または③と④は、同じ基板の2つの側面を指します。 

 
 
 
 
 

 
電源入力 

退出ボタン 10を追加 
(左) 

 
 
 
 
 
 
 

 
画面表示 

(右)  キャンセル  

      

！警告 
製品の使用に際しては、必ず厳格に遵守してください 
各国の電気安全に関する法令を遵守してご使用く だ さ い 。 
複数の機器を 1 つの電源アダプタに接続しないでください。アダプタ 
の過負荷により、過熱や火災の原因となることがあります。 
デバイスから煙、異臭、または異常な音が聞こえた場合は、直ちに電源を

切ってください。 

125 Kアンテナ 

485- 

• バリアが入り口/出口で開く場合：BTN1/BTN2とGNDに接続してください。 100~ 240 VAC 
 

ボタンはメインレーン制御ボードにあります。 

レベル 1 メニュー 

 
レベル 2 メニュー 

電源を一度切り、電源ケーブルを抜いてから、サービスセンターにご連
絡ください。 
ソケットは機器の近くに設置してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

サブ-1Gアンテナ 
 

 
予約済み 

 
 
 

予約済み 

予約済み   

バリアライト 

インターフェース 

ス ピ ー カ ー  

インターフェース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
485/232 
端子（出口） 

 
12 VDC 

 
 

 
カードリーダーボード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
メイン拡張インターフェースボード 

485+ 
GND 12 
VDC 

アクセス制御ボード
インターフェース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

デバッグポート 
 
 

 
 
Wiegand/退出ボタンインター
フェース 
 

 
 

5 VDC 電源出力 

 

イーサネット端子 
(メインレーン制御ボード
用) 

 
予約済み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
デバッグポート 
 

 
 
 
Wiegand/退出ボタンイン
ターフェース 

 

 

5 VDC出力通信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

サブ拡張インターフェースボード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
接続ケーブル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
アクセス制御ボ
ード  

 
 
 
 

 
メインスイッ

チ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
メイン拡張インタ
ーフェースボード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

サブ拡張インターフェースボード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

インターコネクト

ケーブル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
アクセス制御ボ
ード  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
メイン拡張インタ
ーフェースボード 

退出ボタン 
入口位置から1回押すと開きます。出口位置から2回押すと開きます。 

パラメーター設定ボタン  
設定データ：設定データは2つのデジタルチューブに表示されます左：このボタンを押すと、設

定データに10を加えます 

右：このボタンを押すと設定データに1を追加します 

キャンセル：レベル 1 メニューに戻ります。または、レベル 1 メニューから設定を終了します。OK：データを確

定します。または、設定モードに入ります。または、サブメニューに入ります。  
レベル 1 メニュー：右側の小数点が点灯している場合は、レベル 1 メニューを示しています。数字は設定項目番号
を表しています。 

レベル 2 メニュー：中央のドットが点灯している場合は、レベル 2 メニューであることを示します。数字は、設定
項目のパラメータを表します。 

 
 
 
 
 
 

 
 

手順 

 
起動 

 
エラーコードを表示 

 

 
設定モードに入ります。画面の右側に「1」

と表示され、デバイスは設定の準備が整いま

す。 
 
 
 
 
 
 
 

 
左および右を押して、設定 No. を設定します。

OK を押してレベル 2 メニューに入り、パラメー

タを表示します。キャンセルを押すか、5 秒間

操作を行わないと、設定はキャンセルされます。  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左右キーでパラメータを必要に応じて設定

します。OK キーを押して変更を保存するか、

CANCEL キーを押して変更を保存せずに設定 

No. 設定画面に戻ります。 

容易にアクセスできる必要があります。 
1. 電池を飲み込まないでください。化学やけどの危険があります！ 
2. この製品にはコイン型/ボタン型電池が含まれています。コイン型/
ボタン型電池を誤飲すると、2時間以内に重度の内部やけどを引き起
こし、死亡する可能性があります。 
3. 新しい電池と使用済みの電池は、子供の手の届かない場所に保管して

ください。 
4. 電池ケースがしっかりと閉まらない場合は、製品の使用を中止
し、子供の手の届かない場所に保管してください。 
5. 電池が飲み込まれた可能性や、体内のどこかに挿入された可能
性がある場合は、直ちに医療機関を受診してください。 
6. 注意：誤った種類の電池と交換した場合、爆発の危険があります。 
7. 誤った種類の電池を交換すると、安全装置が機能しなくなる可能性
があります（例：一部のリチウム電池タイプの場合）。 
8. 電池を火の中や熱いオーブンに捨てたり、機械的に潰したり切断し
たりしないでください。これらは爆発を引き起こす可能性があります。 
9. バッテリーを極端に高温の環境に放置しないでください。爆発や可
燃性液体・ガスの漏出の原因となる場合があります。 
10. バッテリーを極端に低い気圧にさらさないでください。これによ
り、爆発や可燃性液体またはガスの漏洩が発生する可能性があります。 
11. 使用済みのバッテリーは、指示に従って処分してください 

 

 

 

！注意 

装置を落としたり、物理的な衝撃を与えたりしないでください。また、

高電磁波放射にさらさないでください。振動する表面や衝撃を受ける場

所への装置の設置を避けてください（無視すると装置の損傷を引き起こ

す可能性があります）。 
本機を、極端な高温（詳細な動作温度については本機の仕様書を参照）、

低温、ほこりや湿気の多い場所に置かないでください。また、強い電磁

波にさらさないでください。 
機器を直射日光、換気不良、またはヒーターやラジエーターなどの熱源

にさらすことは禁止されています（無視すると火災の危険があります）。

室内用機器のカバーは、雨や湿気から保護してください。 
機器を直射日光、換気不良、またはヒーターやラジエーターなどの熱源

にさらすことは禁止されています（無視すると火災の危険があります）。 
装置カバーの内部および外部表面を清掃する際は、柔らかく乾いた布を

使用し、アルカリ性洗剤は使用しないでください。 
生体認証製品は、偽装防止環境に 100% 対応しているわけではありませ

ん。より高いセキュリティレベルが必要な場合は、生体認証製品と他の

セキュリティ製品を組み合わせて使用してください 
 

 
 
 
 
 

予約済み 

 
 

バリアライトイ
ンターフェ
ース 

予約済み 

 
 
 
 
 
 

 
サブ拡張インターフェースボード 

 インターフェース（サ用 
レーン制御ボード用) 

 
 

 

 

バスインターフェ

ース（サブレーン

制御ボード用） 
 

予約済み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
24 V 
相互接続電源ケーブ

ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
24 V 
相互接続電源ケー

ブル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

5 秒間操作を行わないと設定がキャンセ

ルされます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

5 秒間操作を行わないと、

画面にエラーコードが表

示されます。 

 
 

 

RS-485Bはウェブ上のポート6に対応し、デフォルトで出口のQRコードスキャナー接続用です；

RS-485Dはウェブ上のポート4に対応し、デフォルトで出口のカードリーダー接続用です；RS-

232Bはウェブ上のポート2に対応しています。 
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左 中央 右   

メインスイッチ 

 
 
 

 

 
OKボタンを3秒間長押しして

レベル1メニューに入ります 

 右を押して1を追加 

 
 

 
 
 

 
左を押して10を追加 

 

 
 
 

 
OK を押してレベル 2 メニューに

入ります 

 右を押して1を追加 

 
 

 
 
 

 
左を押して10を追加 

 
 

 
 

 
 

OK を押してパラメータを

保存し、レベル 1 メニュ

ーに戻ります。 

  

 

 
12 VDC出力 

生体認証製品は、偽装防止環境に 100% 対応しているわけでは

ありません。より高いセキュリティレベルが必要な場合は、生

体認証製品と他のセキュリティ製品を組み合わせて使用してく

ださい。 

 

サブレーン 

コントロールボ

ード   3 

 

サブレーン 
コントロールボード    
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